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          ヒアリングビデオ対象候補者か？ 
 
  



「土木計画学の成立と課題」の概要 
 

■その成立プロセスは・・・ 

（1）「インフラ整備」を大規模に行うときには「計画」が必須。 

 これまでも、様々な分野が「計画」の技術を蓄積。 

 
(2)ただし、土木計画が大規模化してきており、統合的な「計画学」の必要性が高まった。 

 
(3)しかも、最適化・計画数学等の「計画学」が飛躍的に発展。 

 
（４）ついては、「土木の計画学」と「土木計画の学」の双方をあわせて、 
  土木計画学という分野をつくり、発展させることが必要となった。 

 

■このころ、イメージされていた「研究対象」は・・・（第二章「土木計画史」より） 

（５）当時、研究対象は、重厚長大なインフラプロジェクトがイメージされていた。 
①スエズ運河、ソビエト大自然改造計画、アスワンダム、有明海干拓、アッピア街道整備、

ローマ帝国による都市計画、古墳、淀川河川工事、平安遷都、元寇防塁、江戸城、明治政府

の鉄道整備、布引ダム、琵琶湖疎水、大河津分水、関東大震災後東京復興、丹那トンネル、

佐久間ダム・・・ 

②ただし、「住民運動の台頭」があったことが、最後に示されている。 

①への対応は「土木計画」といえる。しかし、②は土木計画と言い難いのでは？ 



 
 

■だから、黎明期の議論は・・・ 

 
（６）初期 10 年の議論（1966～） 

・「計画学の基礎テーマ」（予測＆評価）が議論されて、「環境」がテーマとして浮上して

いる。。 
 

 
・このころは、「土木計画の学」というより「土木の計画学」のニュアンスが強かったこ

とがうかがえる（土木計画学の科学化が志向されていた）。その傾向は、高橋裕先生の下記

記述にはっきりと表れている。 

 
・ただし、既に 10 年目に「環境」が無視せざるテーマとなっており、本委員会が対応し

ている様子が分かる。これは「土木計画の学」の側面の動きと言える。 
 

■ただし鈴木忠義先生（第四章）は「土木の計画学」より「土木計画の学」を強調していた。 

・本書において鈴木忠義先生は「土木計画と開発」の第四章を担当、 
・ひたすらに 

「土木計画とは何か？」 
「土木計画はいかにあるべきか？」 

 を論じている。 
・そして、その「帰結」について 



  「土木計画→土木事業→地域開発→地域文化創造」 

 まで見据え、その計画に至るまでのプロセスについて 
  「住民対応」さらには「あるべき土木技術者のかたち」 
 について論じている。 
 

土木計画学の成立と背景 まとめ 
「土木計画学」成立期、以下の二つの前提が成立しており、その名称が「土木計画学」である必

然性が極めて高かった。 
（前提１）重厚長大な土木プロジェクトの「計画」（土木計画）への対応がメイン 
      →だから「土木計画・学」という名称が適当であった。 
（前提２）科学性を保証する「計画学」を土木に応用することが重要 
      →いわゆる（数理的）「計画学」以外の「土木計画」に貢献する学問（環境、住民参

加、心理学、社会学、政治学等・・・）は、あまり重視されていなかった。だか

ら「土木・計画学」という名称が適当であった。 
しかし、本委員会誕生 10 年目の時点ですら、 

・一般的な「土木計画」とは異なり、しかも、「数理的計画学」で取り扱いづらい「住民対

応」が注目されはじめていた 
（↑前提１、２のほころび） 

・「数理的計画学」で全面的に取り扱うことが困難な「環境」問題への対応の必要性も高ま

り始めていた（←前提２のほころび） 
等が起こっており、「土木計画学」という名称と、内容の乖離が生じ始めていた。 
 
 

以上 
 


